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第３回市民ワークショップを開催しました！ 
３回のワークショップで頂いた貴重なご意見を参考に、 

中山道まちづくり基本構想の策定を目指します。 

瑞穂市において、「中山道を活用したにぎわい創出」を目標に、  

「中山道」と「サンコーパレットパーク（中山道大月多目的広場）」を 

軸としたまちづくりを実施するための市民ワークショップを開催しました。 

第２回ワークショップでの意見 

第２回ワークショップでは、4 グループに分かれて「サンコーパレットに求めること」や「中山道を舞台にやりたいこ

と」について議論していただき、『拠点として使いやすいハード面の整備』 『中山道の歴史的資源を活用したまち

づくり』 『地域内での周知と、対外的な発信(PR)』 『地域内の各拠点や住民との連携』 といった意見をいた

だきました。 

第３回ワークショップの内容 
第２回の振り返りのあと、４グループに分かれて「中山道を舞台

にやりたいこと、みんなでやること」について議論していただきました。 

 

A グループの発表内容 

『点と点を結ぶ できるところから“中山道”で』 

・各自治体が集まり、「中山道連合」を組織。 

・ママ友などの地域内のコミュニティを、他の地域の

同様のコミュニティとつなぐなど、小さな点をつない

でいくことから始める。 

・中山道沿いの各地域が、地域の枠や世代を超

えて交流することを目指す。 

 

B グループの発表内容 

『美江寺拠点とした中山道活性化』 

・「美江寺」のネーミングを活かして、賑わいを創出。 

・来訪者が休憩できる「美江寺茶屋」をつくる。 

・拠点となるビジターセンターを設置し、 

「楽市楽座」の実施や、映像による地域の歴史

の発信などを行う。 

 

 

 
 

■第３回開催概要 

日時：令和 4年 12月 17日（土） 

   10:00～12:00 

場所：巣南公民館 

参加者：19 名 

⇒すべての世代が、中山道一線で交流を楽しむように！ 

⇒美江寺を中心にコミュニティが活性化し、 

市民の誇りを醸成することで、住み続けられるまちに！ 
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C グループの発表内容 

『ハードとソフトの一本化』 

・ハードがある上のソフト事業ではなく、 

 ソフト事業に合わせてハードを整備。 

・冊子「美江寺」のデータベース化 

 →どこでも誰でも歴史に触れられる。 

・PR 施設をつくり、展示やイベント会場に。 

・地域住民が主体となり、組織を立ち上げる。 

 

D グループの発表内容 

『人を呼ぶマルシェ』 

・サンコーパレットパークを拠点に、農産物等を販

売。(特産物、手づくり品、規格外のものなど。） 

・イベント(ウォーキングなど)の拠点として活用。 

・QR コードを活用し、情報発信。 

全体のまとめ 

全 3回のワークショップの結果、 

4 つのアイデアが生まれました！ 

 

ポイント 

 市民が主体となってにぎわい創出 

 中心となる拠点づくり 

 中山道沿いの各地域で連携 

●全３回のワークショップが終了しました● 

ご参加いただいたみなさま、ありがとうございました。 

頂いたご意見・アイデアは、今後、実現に向けた活動を展開することを予定しております。 

【お問い合わせ】瑞穂市役所巣南庁舎 生涯学習課  担当：佐藤・中島 

TEL：058-327-2117 FAX：058-327-2105 E メール：syougai@city.mizuho.lg.jp 

瑞穂市生涯学習課ホームページ：http://www.city.mizuho.lg.jp/1309.htm 
 

⇒美江寺や中山道についてよく知る人が増える！ 

⇒・利用者が全国にみずほの良さを広げてくれる！ 

・賑わいが広がり、居住者が増加。活力のあるまちに！ 


